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「
沖
縄
と
連
帯
す
る
島
根

の
会
」
は
８
月
３
０
日
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
阻
止
の

た
た
か
い
を
す
す
め
て
い

る
沖
縄
県
民
と
「
オ
ー
ル
沖

縄
」
に
連
帯
の
意
思
を
表
明

す
る
と
と
も
に
、
島
根
県
民

に
「
沖
縄
の
た
た
か
い
」
へ

の
い
っ
そ
う
の
連
帯
と
支

援
を
求
め
る
声
明
を
発
表

し
ま
し
た
。 

 

声
明
は
、
辺
野
古
基
地
は

普
天
間
基
地
の
単
な
る
代

替
で
は
な
く
、
米
軍
の
他
国

へ
の
軍
事
的
威
嚇
、
軍
事
攻

撃
の
た
め
の
新
た
に
し
て

強
力
な
拠
点
づ
く
り
に
ほ

か
な
ら
な
い
こ
と
、
沖
縄
県

知
事
選
に
故
翁
長
雄
志
知

事
の
意
思
を
継
ぎ
、
玉
城
デ

ニ
ー
氏
が
「
新
基
地
建
設
阻

止
を
貫
徹
す
る
」
と
立
候
補

表
明
し
た
こ
と
に
賛
意
を

示
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
県
知
事
選
は
、

平
和
憲
法
を
顧
み
る
こ
と

な
く
、
基
地
建
設
を
強
行
し

よ
う
と
す
る
安
倍
政
権
の

姿
勢
を
問
う
も
の
で
あ
る

と
し
、
選
挙
結
果
は
、
辺
野

古
基
地
問
題
で
あ
る
と
同

時
に
、
日
本
全
体
の
今
後
の

進
路
の
選
択
と
平
和
憲
法

の
擁
護
に
深
く
関
わ
る
た

広
島
県
呉
市
で
は
、
奥

田
和
夫
市
議
が
あ
る
お
宅

を
訪
ね
る
と
、「
１
票
欲
し

く
て
来
た
ん
か
」「
議
員
な

ん
て
顔
も
見
た
く
な
い
」

と
怒
り
の
訴
え
が
―
。
土

の
う
袋
を
自
分
で
買
っ
て

お
り
、
市
か
ら
も
ら
え
る

こ
と
を
伝
え
ま
す
が
「
い

ら
ん
」
と
。「
じ
ゃ
あ
私
が

取
っ
て
く
る
」
と
奥
田
市

議
が 

２
０
０
枚
を
取
り

に
行
き
、
そ
の
間
、
残
っ

た
党
員
で
そ
の
お
宅
の
土

砂
を
取
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
繰
り
返
し
話
を
伺
う

中
で
、
少
し
ず
つ
私
た
ち

に
信
頼
を
寄
せ
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

倉
敷
市
真
備
町
で
は
、

須
増
伸
子
県
議
と
市
議
団

を
先
頭
に
毎
日
の
よ
う
に

避
難
所
を
訪
問
し
、
被
災

豪
雨
災
害
の
被
災
者
支

援
活
動
に
取
り
組
む
中
、

改
め
て
「
党
と
党
議
員
が

い
て
良
か
っ
た
」
と
の
思

い
を
強
め
て
い
ま
す
。 

者
の
困
り
ご
と
を
聞
い
て

は
行
政
に
働
き
か
け
、
制

度
改
善
を
勝
ち
取
っ
て
い

ま
す
。
先
日
も
岡
山
市
議

団
と
と
も
に
政
府
交
渉
を

行
う
中
で
、
医
療
費
の
窓

口
負
担
免
除
の
期
間
延
長

や
被
害
家
屋
の
公
費
解
体

の
対
象
拡
大
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。 

仁
比
聡
平
参
院
議
員
は

発
災
直
後
か
ら
被
災
地
に

駆
け
つ
け
、
被
災
者
に
心

を
寄
せ
て
声
を
か
け
る
と

と
も
に
党
員
・
党
議
員
を

激
励
。
被
災
地
で
起
き
て

い
る
問
題
を
国
会
で
一
つ

ひ
と
つ
具
体
的
に
取
り
上

げ
、
重
要
な
答
弁
を
勝
ち

取
り
、
局
面
打
開
の
大
き

な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
議
席
の
値
打

ち
を
確
信
す
る
と
同
時

に
、
党
議
員
が
い
な
い
自

治
体
で
被
災
者
の
声
が
十

た
か
い
で
あ
り
、
県
民
に
支

援
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

 

県
庁
前
で
は
２
５
１
回

目
の
金
曜
行
動
が
あ
り
ま

し
た
。
「
原
発
ゼ
ロ
だ
、
今

す
ぐ
ゼ
ロ
だ
」
「
日
本
海
を

守
れ
」
と
コ
ー
ル
し
な
が

ら
、
中
国
電
力
島
根
支
社
ま

で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

 

中
国
電
力
は
８
月
１
０

日
、
島
根
原
発
３
号
機
の
新

規
稼
働
に
向
け
た
適
合
性

審
査
を
原
子
力
規
制
委
員

会
に
申
請
し
て
い
ま
す
。 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
７
７

歳
の
男
性
は
「
世
論
の
大
多

数
は
原
発
に
反
対
。
政
治
的

な
力
が
大
き
く
な
れ
ば
、
必

ず
原
発
ゼ
ロ
は
実
現
す
る

と
確
信
し
て
い
る
」
と
訴
え

ま
し
た
。 

 

集
会
を
見
て
い
た
男
性

（
６
４
）
は
「
住
民
の
合
意

も
な
い
ま
ま
、
県
は
中
電
の

事
前
申
請
を
了
解
し
た
。
次

の
県
議
会
で
は
そ
の
説
明

責
任
を
果
た
す
べ
き
だ
」
。

別
の
男
性
（
５
３
）
は
「
国

の
政
策
い
い
な
り
の
中
電

は
許
せ
な
い
。
電
力
事
業
者

と
し
て
の
意
思
は
何
も
な

い
の
か
」
と
語
り
ま
し
た
。 

分
に
聞
き
取
れ
て
い
な
い

こ
と
や
衆
院
比
例
中
国
の

議
席
が
あ
れ
ば
も
っ
と

様
々
な
課
題
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
に
、
と
悔

し
い
思
い
も
し
て
い
ま

す
。
大
雨
の
最
中
、「
赤
坂

自
民
亭
」
に
参
加
し
赤
ら

顔
に
な
る
広
島
選
出
の
自

民
党
議
員
や
、
個
人
の
尊

厳
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す

る
比
例
中
国
選
出
の
自
民

党
議
員
ら
に
、
そ
の
議
席

を
明
け
渡
し
て
い
て
い
い

は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
イ

ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
に
何
千

億
円
も
投
入
す
る
お
金
が

あ
る
な
ら
被
災
者
支
援
に

回
せ
と
い
う
被
災
地
の
当

た
り
前
の
願
い
を
、
ま
っ

す
ぐ
届
け
る
議
席
が
必
要

で
す
。「
被
災
者
支
援
も
月

間
も
全
力
投
球
」
で
が
ん

ば
り
ま
す
。 

（
８
月
２
５
日
付
） 

日本共産党県議団（尾村利成、大国陽介両県議）の議会論戦を紹介しながら、県政

をめぐる諸課題（医療・介護・福祉、原発、雇用・経済、教育、農業など）について

連載していきます。今回は前号に続き、学力テストについて取り上げます。 

●結果公表が教育現場と子どもたちを過度な競争に駆り立てている 

 全国には１７５６の教育委員会がありますが、そのうち、３２の教育委員会しか学

校別結果を公表していません（２０１４年度）。島根県内では、松江市が学校別の平均

点を公表し、出雲市が記述式で学校別結果を公表しています。結果公表によって、各

学校の点数が比較され、テストの平均点を上げることが至上命令となっています。 

 全国学力テストで毎年最上位になっている福井県では、教師から激しい叱責を受け

続けた中学生が自殺するという痛ましい事件をきっかけに、昨年末、県議会が「県の

教育行政の根本的見直しを求める意見書」（右記参照）を採択しました。 
 
●文科省通知に反する実態―「松江市総合教育会議」会議録（2015.6.29）より 

 文部科学省は「テスト実施前に、集中的に過去の調査問題を練習させ、本来実施す

べき学習が十分にできない取り扱いは、調査の主旨・目的を損なう」とした通知を出

しています。しかしながら、２０１５年６月２９日に開催された「松江市総合教育会

議」で、ある委員は「過去問にチャレンジする機会を与えて頂きたい」と発言。これ

に対し、教育長は「実は平成２５年度（2013年度）からやっている」「テクニック的な

ところもあると思います」と答えています。また、市長も「場慣れみたいなところも

ありますから、いきなりやるのとは違いが出るのかもしれません」と発言しています。 

 全国学力テストの結果が政令市で最下位だった大阪市の吉村洋文市長は、テストの

結果を教員の人事評価や学校予算に反映させる方針を表明しています。 
 
●丁寧な支援の条件整備を 

 教員からは「学力テスト対策に多くの時間がさかれ、学力テストに関係ない学習や
行事が削られ、本来の教育ができない」との声が上がっています。一人ひとりの子どもに教員の目が行き届き、学習の遅れがち 

な子どもにも丁寧に対応できるようにし、多忙化を解消して教師が準備に十分時間をかけ、創意溢れる授業ができるようにし 

てこそ、子どもたちに確かな学力を豊かに保障することができます。 

福井県の教育行政の根本的見直しを求める 
意見書（一部抜粋） 

 
平成 29年 12月 19日 

福井県議会 
 
本年３月、池田中学校で起きた中二男子生徒が校舎

３階から飛び降り自殺するという痛ましい事件について
は、教員の指導が適切でなかったことが原因との調査報

告がなされた。（略）福井県の公教育のあり方そのものが
問われている事態であると考える。（略） 
池田中学校の事件について、学校の対応が問題とさ

れた背景には、学力を求めるあまりの業務多忙もしくは
教育目的を取り違えることにより、教員が子どもたちに適
切に対応する精神的ゆとりを失っている状況があったの

ではないかと懸念するものである。 
このような状況は池田町だけにとどまらず、「学力日本

一」を維持することが本県全域において教育現場に無

言のプレッシャーを与え、教員、生徒双方のストレスの要
因となっていると考える。（略） 
下記の点について、福井県の教育行政のあり方を根

本的に見直すよう求めるものである。 
記 

１． 義務教育課程においては、発達の段階に応じて、

子どもたちが自ら学ぶ楽しさを知り人生を生き抜いてい
くために必要な力を身につけることが目的であることを再
確認し、過度の学力偏重は避けること。 

３． 教員の多忙化を解消し、教育現場に余裕を持たせ
るため、現場の多くの教員の声に真摯に耳を傾け、本来
の教育課程に上乗せして実施する本県独自の学力テス

ト等の取り組みを学校裁量に任せることや、部活動指導
の軽減化を進めるなどの見直しを図ること。 

※ ２．４．（省略） 


